
地域資料のデジタルアーカイブの現状
ー秋田県立図書館の事例からー

第１回 知のデジタルアーカイブに関する研究会

２０１１．２．２（水） 秋田県立図書館 山崎博樹

資料知１－６



１ 地域資料のデジタル化の現状は

■実施状況

都道府県立図書館の２５％

市町村立図書館の３％

■提供の内容
記事索引や主題別索引ＤＢ

古文書等

古地図、絵ハガキ

レファレンス事例

＊ＮＤＬ図書館調査研究レポート Ｈ１９年「地域資料に関する調査研究より」



参考 地域資料の冊子化、デジタル化
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利用者支援ツール

人物文献

主題書誌

新聞記事

新着資料

レファレンス事例

所蔵目録

3.デジタル化〔ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ公開〕 2.デジタル化〔業務用〕

5.計画あり・デジタル化 1.冊子体〔カードを含む〕の作成

4.計画あり・冊子体 無回答



参考：地域資料のＨＰでの提供

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

1.都道府県立

2.政令市立

3.15万人以上市立

4.15万人未満市立

5.特別区立

6.町村立

1．ある
2．利用案内・施設案内等の中で地域資料の存在に触れているのみ
3．ない
4．図書館ホームページはない
5．その他
無回答



２ 秋田県立図書館のデジタルライブラリー

■歴史的資料のデジタル化
そのままでは活用されない歴史的資料

■地域資料のデジタル化

失われつつある地域資産

■索引データベース

アナログ資料等へのアクセス





出版社等からの利用依頼が増加



公開により県文化財に指定の見込み



12mの絵図をデジタル化し、縮小した
ものを展示。本体は既に閲覧不可





菅江真澄の記述が
記載されている。



１１名の内４名が
お亡くなりなった。





３ デジタルアーカイブの成果

■地域資料の活用

関連出版物の刊行、県文化財指定、展示会開催

■地域資産の保存

人的資産、歴史的資料の保存

■地域の活性化

地域ブランドへの素材提供、ボランティア団体の誕生



４ デジタルアーカイブの課題

■デジタルアーカイブ構築手法が未確立
構築手法や技術等に関する問い合わせが急増
デジタル資源の長期的保存方法に関する知識の不足

■各機関における地域資料に関する知識の亡失
アーカイブ機関等における専門担当者の不足や退職

■地域資産の活用と保存は急務
紙としての寿命、人的な喪失
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